
年度　江戸川区「行政評価」事務事業分析シート

　

昭和49年度

区民の福祉増進と文化の向上を目的に、サークル団体等に会議室等の貸し出しを行います。
《施設内容》

（管内施設：全9施設） ○ホール

西区民館、勤労福祉会館、北西コミュニティ会館 ○和室

二之江コミュニティ会館 ○集会室

清新町コミュニティ会館、南西会館、新田コミュニティ会館 ○講座講習室

臨海町コミュニティ会館、東西コミュニティ会館 ○音楽室

 

 ア 常勤職員

 イ 非常勤職員 　

 ウ 臨時職員 　

《実施の根拠となる法令等》　

江戸川区立区民館条例、江戸川区立コミュニティ会館条例等
《民間委託やボランティアなどとの協働の状況》　

　平成１９年度以降、受付等業務の民間委託化を推進しています。

《その他》

◆地域登録団体・町会自治会・一般区民など

653,796千円

50,305件
（16年度）

45,839件

【区民その他、利用予定者】

55%

917,739人

（16年度）

区民その他、利用予定者

○レクリエーションホール

○スポーツルーム

897,235人

　　

○くつろぎの間

○健康スタジオ

○その他

受付等業務の民間委託化等による効率化と、予約システムの導入による利用率アップなどの歳入アップに努めています｡

65%
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20作成日 月

西地域施設（区民館・コミュニティ会館）の管理運営

西事務所南北地域施設係

平成 18

日16
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将来的には、各館の地域特性に合わせた管理運営方法として、区民による自主管理など多様な方
式の採用を検討していきます。

275,075千円

18.0人

　主な経費は、人件費及び施設維持管理
費。非常勤職員・臨時職員の採用により人
件費の抑制を図っています。
　また、１９年度以降、各施設の受付等業
務を民間委託化することにより更なる効率
化を検討しています。
　平成１７年度の使用料等収入は31,251
千円ですが、利用予約のシステム化等によ
り利用率を上げるなど、歳入アップの方策
を積極的に研究しています。

　

37.0人

28.0人

【人件費と担当職員数】

　利用予約システムの導入や施設整備等により利
用者の利便性向上を図り、施設の利用率アップを
図ります｡

 １館１日あたり   　211,447円
　  （17年度の9施設の
　 　 延べ開館日数3,092日）
 利用1件あたり　　　12,996円
 利用者１人あたり　　　 728円です。

《事業の開始年度》

内
訳

17年度 17年度

17年度
20年度
目　標 17年度

20年度
目　標

対 象 者

経費の説明

管内施設平均利用率成果・目標指標① 成果・目標指標②

管内施設利用者総数 管内施設利用総件数活動指標①

17年度
事業実施経費

活動指標②

《事業の目的及び概要》

1/3



　

そう思う そう思わない

5 4 3 2 1

1 3

2 3

3 4

4 4

5 2

6 2

7 3

8 4

9 4

10 4

ボランティアやＮＰＯの活用の可能性がある。

受益者負担の額は適切である。

対象者や実施回数等は適切である。

　コミュニティ活動の拠点のひとつとして、生きがい、健康、生涯教育の場など、重要な役割を持っている。
　今後、インターネットによる予約受付や利用規定の見直し、さらに使い勝手の良い施設とするため、必要
な施設環境を整え利用率の向上を目指すが、その基本を成すのは質の高い接遇力である。窓口業務を
委託した場合、そのことも合わせて委託事業者との緊密な連携を必要とする。
　今後、地域の方々などによる窓口運営なども視野に置きつつ、さらに効率的かつ効果的な管理運営を
目指す。

 

所管部長の意見等

民間事業者への委託等の可能性がある。

 

　【必要性】

西地域施設（区民館・コミュニティ会館）の管理運営

所 管 課 長 評 価

西事務所南北地域施設係

平成１８年度 江戸川区「行政評価」内部評価シート

他の事業と整理、統合する可能性がある。

目的を果たすために有効な事業である。

備　　　考評価項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評点　

16整理番号

所属名

 

事業名

 

 

　【民間活力の活用】　※既に実施している場合は備考欄に表記し、評点は「1」とする。

 

 

 

 

　【効率性】

経費を削減できる可能性がある。

効率的に実施するために、工夫、改善等の可能性がある。

 

成果が上がっている。

公費を投じて実施するべき事業である。

　【有効性】

　【公平性】
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外 部 評 価 委 員 評 価

所属名 西事務所南北地域施設係

平成１８年度 江戸川区「行政評価」外部評価シート

整理番号 16 事業名 西地域施設（区民館・コミュニティ会館）の管理運営

評価項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評　点　 備　考

　【必要性】

公費を投じて実施するべき事業である。  

他の事業と整理、統合する可能性がある。  

　【有効性】

目的を果たすために有効な事業である。  

成果が上がっている。  

　【公平性】

対象者や実施回数等は適切である。  

受益者負担の額は適切である。  

　【民間活力の活用】　※既に実施している場合は備考欄に表記し、評点は「1」とする。

ボランティアやＮＰＯの活用の可能性がある。  

民間事業者への委託等の可能性がある。  

　【効率性】

効率的に実施するために、工夫、改善等の可能性がある。  

経費を削減できる可能性がある。  

○　コミュニティ会館があることによって、心身の健康増進や人々の交流を通して、よい人間関係を保つこ
とができ、地域活性につながっていると思う。

外部評価委員の意見

※評価欄の数字は、各項目の評価点です。
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